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　２０１９年度の県内経済は、国際スポーツイベントの開催や、中心市街地の再開発事業の完成、海外の
 Ｉ ＣＴ関連需要による押し上げなどがあったものの、復旧・復興需要に一服感がみられたことに加え
て、消費増税や暖冬の影響などから、全体としてはやや減速感がみられた。
　
　個人消費：消費増税の影響や暖冬の影響等もあり減少。 
　設備投資：復旧・復興需要が一服するが、中心市街地の再開発等が底支えし大幅増。
　住宅投資：水準は依然として高いものの、消費税の影響等も重なり大幅減。
　政府支出：高齢化に伴う社会保障費の増加に加えて、幼児教育無償化や消費増税の負担緩和策等に

より増加。
　公共投資：震災前に比べて水準は高いものの、復旧・復興工事に一服感がみられ減少。
　
　上記のような状況を勘案し、２０１９年度の熊本県の名目経済成長率は▲０.１％と予測した。

～復興需要等が一服するも高水準は維持～

2020年度の熊本県名目経済成長率は▲0.4％

資料：県民経済計算（熊本県）　※２０１８～２０２０年度は当研究所予測

２０１９－２０２０年度熊本県経済見通し

➢

➢

２０２０年度の県名目経済成長率（ＧＤＰ）は、復旧・復興関連の需要が一服することなど
から２年連続の減少を見込む。
しかしながら、依然として「住宅投資」や「公共投資」は震災前に比べて高い水準に
あり、県名目ＧＤＰは６兆円台を維持する見通し。
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図表１　熊本県の名目ＧＤＰ及び構成項目

２０２０年度２０１９年度２０１８年度２０１７年度２０１６年度２０１５年度

成長率実額成長率実額成長率実額成長率実額成長率実額成長率実額

▲０.４６０,３５４▲０.１６０,５８４０.１６０,６７５２.８６０,５９６４.２５８,９１９２.３５６,５５３名目ＧＤＰ

▲１.０３４,６８８▲１.９３５,０２３１.９３５,６８９１.４３５,００７▲０.３３４,５０９０.０３４,６０２民間最終消費支出

▲１０.２９,０２８１５.９１０,０５８▲８.０８,６８１９.６９,４３６▲３.０８,６１３０.０８,８８０民間企業設備投資

▲３.４２,４６７▲８.２２,５５４▲９.７２,７８３３８.４３,０８３２３.２２,２２８０.０１,８０８民間住宅投資

１.１１７,１５６２.４１６,９６２▲２.８１６,５７１▲０.６１７,０４９８.２１７,１６００.０１５,８５７政府最終消費支出

▲０.９５,２８１▲１.８５,３２７▲２.３５,４２２１９.０５,５５０２５.１４,６６５０.０３,７２８公的固定資本形成

１１.０▲８,６４６▲９.８▲９,７２０１０.７▲８,８５１▲２８.６▲９,９０９５.０▲７,７０５０.０▲８,１１３移出入（純）

億円、前年比（％）

＜予測方法について＞
国や熊本県の過去の諸データや国内の経済動向見通しを基に、当研究所作成の計量計算モデルを用いて２０１８年度から２０２０
年度を算出した。
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　総固定資本形成（設備投資、住宅投資、公共投資）は高い水準を維持するものの、復旧・復興需要
が一服し、全体としては減少する見通し。
　上記のような状況を勘案し、２０２０年度の熊本県経済は６兆円台の高水準は維持するものの、▲０.４％
と２年連続の減少を予測した。なお、２０２０年１月に発生した新型コロナウイルス流行の影響が長引け
ば、成長率をさらに押し下げる可能性もある。

　
　　【個人消費（民間最終消費支出）】　　２０２０年度　▲１.０％
　　　 雇用環境の改善が期待されるが、消費増税の影響等から弱含む。

　　【設備投資（民間企業設備投資）】　　２０２０年度　▲１０.２％
　　 　熊本駅前の再開発等による押し上げが期待されるが、復旧・復興需要の一服感に加えて、

前年度の中心市街地の再開発等の反動減の影響等で大幅減。

　　【住宅投資（民間住宅投資）】　　　　２０２０年度　▲３.４％
　　 　依然として水準は高いが、需要の先食い（被災住宅の建て替え等）の影響等で減少。

　　【政府支出（政府最終消費支出）】　　２０２０年度　＋１.１％
　　 　高齢化に伴う社会保障関連支出の増加等が影響。

　　【公共投資（公的資本形成）】 　 ２０２０年度　▲０.９％
　　 　政府の国土強靱化関連工事などが見込まれるが、復旧・復興工事が一服し微減を見込む。
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図表２　熊本県の名目経済成長率と項目別寄与度の推移

資料：県民経済計算（熊本県）　※２０１８～２０年度は当研究所予測


